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電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく

）書面交付請求による交付書面に記載しない事項

連結計算書類
連結注記表

計算書類
個別注記表

第39回定時株主総会資料

第39期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）
株式会社プラザホールディングス

上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、書面交付請求を

いただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。



連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項
連結子会社の状況
・連結子会社の数 ４社
・連結子会社の名称 株式会社プラザクリエイト、株式会社ストアクロス、

株式会社BY THE PARK、株式会社Rolife Japan

・連結の範囲の変更 当連結会計年度から、新規に設立いたしました株式会社Rolife Japanを
連結の範囲に含めております。

(2) 連結子会社の事業年度に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(3) 会計方針に関する事項
①重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券
その他有価証券
・市場価格のない

株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）によっております。

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。
ロ．デリバティブ 原則として時価法によっております。
ハ．棚卸資産

・商品 主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基
づく簿価切下げの方法により算定）によっております。
また、一部の商品は個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低
下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。

・製品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切
下げの方法により算定）によっております。

・原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定）によっております。

・貯蔵品 最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法により算定）によっております。

－ 1 －



ロ．無形固定資産
（リース資産除く）

・自社利用ソフトウェア
　見込利用可能期間（３～５年）で償却しております。

②重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産 定額法によっております。
（リース資産除く） なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

・建物及び構築物　　　２～47年
・機械装置及び運搬具　２～10年
・工具、器具及び備品　２～15年

ハ．リース資産（借手） ・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用してお
ります。
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース契約期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によってお
ります。

③重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については債権の回収可能性を個別
に検討して算出した貸倒見積額を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計
年度の負担額を計上しております。

ハ．株式報酬引当金 当社グループの従業員に対する将来の当社株式等の給付に備えるため、
支給見込額のうち当連結会計年度末までに発生していると認められる額
を計上しております。

④退職給付に係る会計処理の方法
　一部の国内連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都
合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

⑤収益及び費用の計上基準
　当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該
履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
イ．モバイル事業 モバイル事業は、主にモバイル端末等の販売、モバイル端末等の通信サ

ービス契約取次及びアフターサービスの提供を行っております。モバイ
ル端末等の販売については、顧客に商品を引き渡した時点で履行義務が
充足されると判断し、収益を認識しております。また、モバイル端末等
の通信サービス契約取次、アフターサービスの提供については、役務の
提供が完了した時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識して
おります。
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ニ．ヘッジ有効性
評価の方法

ヘッジ対象及びヘッジ手段について、それぞれのキャッシュ・フロー総
額の変動額を比較し、両者の変動額を基礎にして検証しておりますが、
ヘッジ対象及びヘッジ手段について元本、利率、期間等の重要な条件が
同一である場合には、本検証を省略することとしております。

　のれんの償却方法
　及び償却期間

のれんは５年で均等償却又は一括償却しております。

ロ．イメージング事業 イメージング事業は、主にプリント関連製品の販売及びサービスの提供
を行っております。プリント関連製品の販売については、顧客に製品を
引き渡した時点、または到着した時点で履行義務が充足されると判断
し、収益を認識しております。また、プリント関連サービスについて
は、役務の提供が完了した時点で履行義務が充足されると判断し、収益
を認識しております。

⑥重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。

⑦重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。

なお、金利スワップ取引のうち、「金利スワップの特例処理」（金融商
品に関する会計基準注解（注14））の対象となる取引については、当
該特例処理を適用しております。

ロ．ヘッジ手段と ヘッジ手段……金利スワップ取引
ヘッジ対象 ヘッジ対象……将来の相場（金利）の変動により将来キャッシュ・フロ

ーが変動するリスクのある借入金
ハ．ヘッジ方針 金利リスクのある借入金については、金利スワップ取引により金利リス

クをヘッジしております。

⑧その他連結計算書類作成のための重要な事項
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２．会計方針の変更に関する注記
　該当事項はありません。

３．表示方法の変更に関する注記
（連結貸借対照表）
　前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「無形固定資産」の「リース資産」（当連結会
計年度は０千円）は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より、「無形固定資産」の「その
他」に含めて表示しております。

４．会計上の見積りに関する注記
・固定資産の減損

(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　　減損損失　99,924千円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
①当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法
　減損の兆候が存在すると判定された資産又は資産グループについて、当該資産の将来キャッシュ・フロ
ーに基づき減損の要否の判定を実施し、減損損失を認識すべきであると判定された資産又は資産グループ
については、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。なお、減損の要否に係る判定単位であるキ
ャッシュ・フロー生成単位については、他の資産または資産グループから概ね独立したキャッシュ・イン
フローを生成させるものとして識別される資産グループを最小単位としております。
②当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
　将来キャッシュ・フローに用いた主要な仮定は、部門ごとの事業計画を基礎としており、当該事業計画
には携帯電話端末等の販売台数の見込み等が含まれております。
③翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　これらの仮定は将来の不確実な経済状況及び会社の経営状況の影響を受け、翌連結会計年度以降の連結
計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

・棚卸資産の評価
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　　棚卸評価損　115,432千円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
①当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法
　正味売却価額が取得原価を下回る場合には、取得原価を正味売却価額まで減額しております。加えて、
滞留による収益性の低下の事実を反映するために、直近の販売実績を踏まえたうえで、仕入年度から一定
の期間を超える商品を滞留在庫として帳簿価額を切り下げております。
②当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
　滞留による収益性の低下の判断においては、直近の販売実績や滞留在庫の判定に用いた一定の期間を主
要な仮定としております。
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③翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　当該仮定は将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、実際の販売実績が
見積りと異なった場合、帳簿価額の切り下げに伴い、翌連結会計年度の連結計算書類に重要な影響を与え
る可能性があります。
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建物及び構築物
土地

22,575千円
242,350千円

計 264,925千円

買掛金 15,293千円
未払金 846千円

計 16,140千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 2,454,339千円

５．連結貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

①担保に供している資産

②担保に係る債務
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場 所 用 途 種 類 金額（千円）

東日本地区　　３店舗 店 舗 建 物 等 0

関　東地区　　35店舗 店 舗 建 物 等 34,409

西日本地区　　30店舗 店 舗 建 物 等 22,455

本　部　等 共 用 資 産 等 建 物 、 機 械 装 置
及 び 運 搬 具 そ の 他 43,059

合 計 99,924

６．連結損益計算書に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧
客との契約から生じる収益の金額は、連結注記表「11.収益認識に関する注記　(1)顧客との契約から生じ
る収益を分解した情報」に記載しております。

(2) 減損損失
当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

　当社グループは、事業用資産において、事業区分をもとに、概ね独立したキャッシュ・フローを生み出
す最小単位ごとに行っており、事業用資産のうち店舗資産については店舗単位で資産のグルーピングを行
っています。なお、賃貸用不動産及び遊休資産については、当該資産を独立したグルーピングとしており
ます。店舗については、営業損益が継続してマイナス等である店舗を対象に帳簿価額を回収可能価額まで
減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。その内訳は、建物及び構築物
55,653千円、工具、器具及び備品2,983千円、ソフトウェア39,835千円、その他1,451千円でありま
す。
　なお、店舗の回収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく使用価
値がマイナスであるため回収可能価額は零として評価しております。また、本部等の廃棄を決定した共用
資産等について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上してお
ります。
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株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 2,439,433株 －株 －株 2,439,433株

2025年６月27日開催の第38回定時株主総会による配当に関する事項
・配当金の総額 121,939千円
・１株当たり配当額 50.00円
・基準日 2025年３月31日
・効力発生日 2025年６月30日

2026年６月26日開催の第39回定時株主総会において次のとおり付議いたします。
・配当金の総額 121,899千円
・１株当たり配当額 50.00円
・基準日 2026年３月31日
・効力発生日 2026年６月29日

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の総数に関する事項

(2) 剰余金の配当に関する事項
①配当金支払額等

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌連結会計年度となるもの

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。

(3) 当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的
となる株式の種類及び数

　該当事項はありません。

８．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を
調達しております。
　売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。また、上場株式
については、四半期ごとに時価の把握を行っております。
　借入金の使途は運転資金及び設備投資資金であります。なお、デリバティブは内部管理規程に従い、実需
の範囲で行うこととしております。
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(単位：千円)
連結貸借対照表

計上額 時価 差額

(1) 投資有価証券
その他有価証券 25,741 25,741 －

(2) 長期貸付金（1年内回収予定含む） 271,080 261,659 △9,420
(3) 敷金及び保証金 901,820 559,878 △341,942
資産計 1,198,642 847,279 △351,363
(1) 長期借入金（1年内返済予定含む） 4,161,351 4,133,118 △28,232
(2) リース債務（1年内返済予定含む） 207,120 205,782 △1,337
(3) 長期預り保証金 157,118 119,993 △37,125
負債計 4,525,589 4,458,894 △66,694

(単位：千円)
区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 36,320

(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。

（*1）　現金及び預金、売掛金、未収入金、買掛金、未払金、短期借入金並びに未払法人税等は短期間で決済さ
れるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（*2）　市場価格のない株式等は、「(1) 投資有価証券　その他有価証券」に含まれておりません。当該金融商
品の連結貸借対照表計上額は以下の通りであります。

（3) 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル1 のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定し

た時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ
ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
　その他有価証券

株式 25,741 － － 25,741

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期貸付金 － 261,659 － 261,659
敷金及び保証金 － 559,878 － 559,878
長期借入金 － 4,133,118 － 4,133,118
リース債務 － 205,782 － 205,782
長期預り保証金 － 119,993 － 119,993

①　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
（単位：千円）

②　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、そ
の時価をレベル１の時価に分類しております。

長期貸付金
　長期貸付金の時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び国債の利
回りにより割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

敷金及び保証金
　敷金及び保証金の時価は、償還予定時期を見積もり、国債の利回りにより割り引いた現在価値によ
り算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
　長期借入金の時価は、元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り
引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。また、一部の長期借入金
の時価は、変動金利によるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってい
るため、レベル２の時価に分類しております。

リース債務
　リース債務の時価は、元利金の合計額を新規に同様のリース契約を行った場合に想定される利率
で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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(単位：千円)
連結貸借対照表計上額 時価

1,513,689 2,053,273

(1) １株当たり純資産額 993円91銭
(2) １株当たり当期純利益 88円66銭

長期預り保証金
長期預り保証金の時価は、償還予定時期を見積もり、国債の利回りにより割り引いた現在価値により
算定しており、レベル２の時価に分類しております。

９．賃貸等不動産に関する注記
(1) 賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社及び一部の子会社では、神奈川県その他の地域において、賃貸用建物（土地を含む）を有しておりま
す。

(2) 賃貸等不動産の時価に関する事項

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得価額から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額でありま
す。

２. 当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づく社外の不動産鑑定士による評
価額または、自社で算定した金額（指標を用いて調整を行ったものを含む）であります。

10．１株当たり情報に関する注記
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（単位：千円）
報告セグメント

その他 合計イメージング
事業 モバイル事業 計

売上高

物品売上 3,156,836 14,394,896 17,551,732 － 17,551,732

手数料、使用料等収入 363,991 918,921 1,282,913 － 1,282,913
顧客との契約から生じ
る収益 3,520,827 15,313,817 18,834,645 － 18,834,645

その他の収益 363,718 5,772 369,490 － 369,490

外部顧客への売上高 3,884,546 15,319,589 19,204,136 － 19,204,136

当連結会計年度

　顧客との契約から生じた債権（期首残高） 2,264,627千円

　顧客との契約から生じた債権（期末残高） 2,132,640千円

11．収益認識に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表「1.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　（3）会計方針に関する
事項　⑤収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
顧客との契約から生じた債権は以下の通りであります。
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12．重要な後発事象に関する注記
　　（共通支配下の取引等）
　当社は、2026年１月５日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社プラザクリエイトのロ
ボタイム社製品を中心とした小売販売事業を、同じく連結子会社である株式会社Rolife Japanへ承継させ
ることを決議し、2026年４月１日を効力発生日として、会社分割を実施いたしました。

　１．取引の概要
　(１) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

吸収分割会社の名称　　　　株式会社プラザクリエイト
事業の内容　　　　　　　　ロボタイム社製品を中心とした小売販売事業
吸収分割承継会社の名称　　株式会社Rolife Japan

　(２) 企業結合日
2026年４月１日

　(３) 企業結合の法的形式
株式会社プラザクリエイトを吸収分割会社、株式会社Rolife Japanを吸収分割承継会社とする吸収
分割

　(４) 結合後企業の名称
株式会社Rolife Japan

　(５) その他取引の概要に関する事項
ロボタイム社とのパートナーシップ強化を図るとともに、DIY商品における売上最大化および
IP（知的財産）商品のグローバル展開の推進を目的として、本吸収分割を行うものであります。

　２．実施する会計処理の概要
　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　2019年１月16日) 及び「企業結合会計基準及
び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日)に基づき、
共通支配下の取引として処理する予定であります。

13．追加情報に関する注記
（従業員向けＲＳ信託）
　当社は、2024年７月22日開催の当社取締役会の決議を受け、当社グループの従業員（以下「従業員」と
いう。）に対し、従業員向けインセンティブ・プランであるＲＳ信託（以下「本制度」という。）を導入し
ております。
　本制度は、従業員に対する福利厚生制度を拡充させるとともに、当社業績や株価上昇への意識を高めるこ
とにより、当社の中長期的な企業価値向上を図ることを目的としております。
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(１) 本制度の概要
　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託（以下「本信託」といいます。）を設定し、本信託が当
社普通株式（以下「当社株式」といいます。）の取得を行い、従業員のうち一定の要件を充足する者に対し
て付与されるポイントに基づき、本信託を通じて当社株式を交付する株式報酬制度です。当該ポイントは、
当社取締役会が定める株式交付規程に従って、従業員の役職等に応じて付与されるものであり、各従業員に
交付される当社株式の数は、付与されるポイント数により定まります。
　また、交付される当社株式については、当社と各従業員との間で譲渡制限契約を締結することにより退職
までの譲渡制限を付すものといたします。
　本信託による当社株式の取得資金は、上記のとおり全額当社が拠出するため、従業員の負担はありませ
ん。
　本制度の導入により、従業員は当社株式の株価上昇による経済的な利益を享受することができるため、株
価を意識した従業員の業務遂行を促すとともに、従業員の勤労意欲を高める効果が期待できます。
(２) 信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額により、純資産の部に自己株式として計上しておりま
す。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度237,956千円、120,000株、当連結会計年度
219,296千円、110,590株です。

14．企業結合に関する注記
　・企業結合に係る暫定的な会計処理の確定
　2024年８月30日に行われた株式会社BY THE PARKとの企業結合について前連結会計年度において暫定
的な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度において確定しております。
　この暫定的な会計処理の確定に伴う金額の変動はありません。
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②無形固定資産
（リース資産除く）

自社利用ソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）を耐用年
数とする定額法によっております。

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法
①有価証券

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法によっております。
その他有価証券

・市場価格のない
　株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）によっております。
・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法によっております。

②デリバティブ 原則として時価法によっております。
(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産 定額法によっております。
（リース資産除く） なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

・建物 ５～18年
・車両運搬具 ６年
・工具、器具及び備品 ２～15年

③リース資産（借手） ・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用してお
ります。
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース契約期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によってお
ります。

(3) 引当金の計上基準
①貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については債権の回収可能性を個別
に検討して算出した貸倒見積額を計上しております。

②賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度
の負担額を計上しております。

③株式報酬引当金 従業員に対する将来の当社株式等の給付に備えるため、支給見込額のう
ち当事業年度末までに発生していると認められる額を計上しておりま
す。

(4) 収益及び費用の計上基準
　当社の主な収益は、子会社から受け取る経営指導料及び事務代行手数料であります。これらの収益は、
子会社への契約内容に応じた業務を提供することが履行義務であり、一定の期間にわたり当社の履行義務
が充足されることから、契約期間にわたり収益を認識しております。
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・ヘッジ有効性
評価の方法

ヘッジ対象及びヘッジ手段について、それぞれのキャッシュ・フローの
総額の変動額を比較し、両者の変動額を基礎にして検証しております
が、ヘッジ対象及びヘッジ手段について元本、利率、期間等の重要な条
件が同一である場合には、本検証を省略することとしております。

(5) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建の資産及び負債は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して
おります。

(6) ヘッジ会計の方法
・ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、金利スワップ取引のうち、

「金利スワップの特例処理」（金融商品に関する会計基準注解（注
14））の対象となる取引については、当該特例処理を適用しておりま
す。

・ヘッジ手段 金利スワップ取引
・ヘッジ対象 将来の相場（金利）の変動により将来キャッシュ・フローが変動するリ

スクのある借入金
・ヘッジ方針 金利リスクのある借入金については、金利スワップ取引により金利リス

クをヘッジしております。

2．会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

3．表示方法の変更に関する注記
該当事項はありません。
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 65,259千円

仕入取引に対する債務 1,157,437千円
リース取引に対する債務 69,279千円

計 1,226,717千円

その他の短期金銭債権 194,303千円
その他の短期金銭債務 12,631千円

4．会計上の見積りに関する注記
　 関係会社長期貸付金の貸倒引当金
①当事業年度に関わる計算書類に計上した金額
　貸倒引当金　882,910千円
②その他の情報
　関係会社長期貸付金のうち、将来において回収が見込めない部分について貸倒引当金を設定しておりま
す。これらの見積りは、連結注記表「６．連結損益計算書に関する注記」に記載の方法で計上された減損
損失反映後の純資産額に対して、貸倒引当金を計上しております。なお、将来の不確実な経済状況及び会
社の経営状況に影響を受け、実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の計算
書類において認識する金額に重要な影響を与える可能性があります。

5．貸借対照表に関する注記

(2) 保証債務
関係会社の債務に対する保証

株式会社プラザクリエイト

他の会社の債務に対する保証
　該当事項はありません。

(3) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）
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営業取引による取引高
売上高 120,771千円
販売費及び一般管理費 33,647千円

営業取引以外の取引による取引高 76,628千円

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数
普 通 株 式 120,640株 560株 9,170株 112,030株

6．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

7．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

(注)．自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。
自己株式の数の減少は、社員向けRS信託の制度において交付したことによるものであります。

－ 18 －



繰延税金資産
賞与引当金 1,536千円
貸倒引当金繰入超過額 312,806千円
関係会社株式 26,258千円
減損損失 7,220千円
助成金収入 5,692千円
税務上の繰越欠損金 120,904千円
その他 28,881千円

繰延税金資産小計 503,301千円
評価性引当額 503,301千円
繰延税金資産合計 －千円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 1,849千円
資産除去債務の適用に伴う有形固定資産 492千円

繰延税金負債合計 2,341千円
繰延税金負債の純額 2,341千円

8．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の
名称 所在地

資本金又
は出資金
（千円）

事業の
内容

議決権等
の所有

(被所有)
割合(％)

関連当
事者と
の関係

取引の内容 取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）

子会社
株 式 会
社 プ ラ
ザ ク リ
エイト

東京都
中央区 10,000

プリント
ショップ
の経営と
フランチ
ャイズの
展開並び
にＷｅｂ
サイトを
運営

携帯販売

直接
100.0

資金の援助
役員の兼任

手数料収入
（注１） 118,056 売掛金 9,689

従業員出向
料
（注２）

2,348,347
未収入金 182,707

立替経費
（注３） 152,088

受取利息
（注４） 75,484

長期貸付金 7,534,179資金の貸付
（注４） 560,000

資金の回収 1,610,000
貸倒引当金
戻入益
（注５）

517,408 貸倒引当金 877,649

仕入先に対
する債務保
証
（注６）

1,157,437 － －

リース取引
に対する債
務保証
（注７）

69,279 － －

従業員受入
出向料
（注８）

17,589
未払金 12,622

立替経費
（注９） 54,935

子会社
株 式 会
社 ス ト
ア ク ロ
ス

東京都
中央区 10,000

障害者雇
用特例子
会社

直接
100.0

資金の援助
役員の兼任

受取利息
（注４） 704 長期貸付金 66,800
貸倒引当金
繰入額
（注５）

2,480 貸倒引当
金 5,261

教育研修費
（注10） 28,363 － －

子会社
株 式 会
社 BY 
THE 
PARK

東京都
渋谷区 6,000

コンサル
ティング
事業

直接
100.0

資金の援助
役員の兼任

受取利息
（注４） 439 長期貸付金 40,000

9．関連当事者との取引に関する注記
(1) 子会社
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(1) １株当たり純資産額 1,042円31銭
(2) １株当たり当期純利益 101円16銭

(2) 役員及び個人主要株主等
 　該当事項はありません。

取引条件及び取引条件の決定方法等
(注)１. 当社は、ブランド管理及び経営指導並びに管理業務の対価として、手数料収入を受け取っておりま

す。ブランド管理は、ロイヤリティとして店舗の売上高の一定割合により、経営指導及び管理業務は
概ね実費に基づき、グループ会社との間で同一の合理的な基準により決定しております。
　なお、ロイヤリティについては、年度売上高予算額により算出した金額を月数案分した金額にて月
度の請求額とし、年度売上高実績値により算出した金額との差額を年度末において精算することとし
ております。

２. 従業員出向料については、当社従業員の子会社への出向に対する対価であり実費に基づいた金額であ
ります。

３. 立替経費については、当社が子会社の諸経費を立て替えたものであり実費に基づいた金額でありま
す。

４. 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
５. 貸倒引当金の設定については、貸付金に対して事業計画に基づき行ったものであります。
６. 通信会社等からの仕入債務に対するものであります。
７. リース取引によるリース債務に対するものであります。
８. 従業員受入出向料については、子会社従業員が当社に出向した対価であり実費に基づいた金額であり

ます。
９. 立替経費については、子会社が当社の諸経費を立て替えたものであり実費に基づいた金額でありま

す。
10. 販売費及び一般管理費に係る取引金額については、一般の取引条件と同様に決定しております。

10．１株当たり情報に関する注記

11．収益認識に関する注記
（顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報）
重要な会計方針に係る事項に関する注記「(4) 収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

12．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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13．追加情報に関する注記
　連結注記表「13．追加情報に関する注記」に記載した内容と同一になります。

14．企業結合に関する注記
　連結注記表「14．企業結合に関する注記」に記載した内容と同一になります。

（注） 記載金額は、表示数値未満の端数を切り捨てて表示しております。ただし、１株当たり情報に関する注
記については、表示数値未満の端数を四捨五入して表示しております。
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